
小野市の温室効果ガス総排出量について 

 

 小野市域全体及び市事務事業における温室効果ガス総排出量の算定を行いま

したので、地球温暖化対策の推進に関する法律第 21条第 15項の規定に基づ

き、下記のとおり報告します。 

 

１．市域全体の状況 

 

 

 

 

 

2022年度の市域全体における温室効果ガス排出量は、基準年度である

2013年度と比べて 19．4％減となりました。 

 

表 1市域全体の温室効果ガス排出量（単位：千トン-CO2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度の温室効果ガス排出量 

 

652．9千トン-CO2（基準年度 2013年度比：▲19．4％） 

 



図 1 市域全域の温室効果ガスの推移 

  

 

 

２．市事務事業の状況 

 

 

 

 

 

2024 年度の市事務事業における温室効果ガス排出量は、基準年度である

2013年度と比べて 23．1％減となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千トン CO2） 

2024年度の温室効果ガス排出量 

 

6,265トン-CO2（基準年度 2013年度比：▲23．1％） 

 



表２ 市事務事業の温室効果ガス排出量（単位：トン-CO2） 

 
 

図 2 市事務事業の温室効果ガス排出量 
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